
田川小学校 「リバーアドベンチャー」「水の生物の観察会」 



松本市小中学校環境教育支援事業について 
 

 

１ この事業について  

  学校内における環境教育の推進を図るために、専門性を有する企業・団体・個人が講

師として実施できる環境教育プログラムを紹介し、環境学習の授業に活用していただく

ことで、学校内における環境教育の一層の推進を図るものです。  

  松本市教育委員会（教育政策課、学校教育課、学校指導課、生涯学習課）、松本市

（環境政策課）、民間（中信地区環境教育ネットワーク）の３者による協働事業として、

平成 22 年度から実施しています。 

 

２ 経過  

⑴ 平成 29 年 4 月 10 日 松本市小中学校校長会へ案件提出 

⑵ 平成 29 年 4 月 14 日 松本市小中学校教頭会へ内容説明 

 各校に事業メニューの提示と希望調査 

⑶ 平成 29 年 5 月 11 日までに 13 校から実施希望、問合せあり  

⑷ 平成 29 年 5 月以降、順次事業実施 

⑸ 平成 29 年 8 月 事業に係る費用を中信地区環境教育ネットワークが負担する「おた

めしプログラム」について、校長会へ周知、事業を実施。５校 12 プログラムの申込み

あり。 

  

３ 実施状況（平成 30 年 2 月 13 日現在） 

 ⑴ 実施校   18 校（小学校 14 校 中学校 3校 その他 1） 

⑵ 実施人数  1,856 名（小学生 1,708 名 中学生 83 名 その他 65 名） 

⑶ 実施事業  36 事業（18 メニュー） 

⑷ 実施団体  18 団体（15 団体 3 企業） 

 

４ 報告書構成 

 ⑴ 松本市小中学校環境教育支援事業 報告書  １～73 頁 

⑵ 松本市小中学校環境教育支援事業 講師コメント     74～75 頁 

⑶ 松本市小中学校環境教育支援事業 学習プログラム   76～102 頁 

 ⑷ 信州の環境学習サポートサイト 紹介          103 頁 

 ⑸ 【附録】松本市環境政策課からのお知らせ     104～105 頁 

   



番号 学校名 講師 実施学年、クラス 人数 実施日 頁番号

1 島内小 2
自然体験（ネイチャーゲーム）
【おためしプログラム】

NPO法人わおん 2年2組 28 11月9日 1～2

2 田川小 3 犀川下り 合同会社リトルピークス
     3年1組
          2組

50 9月19日 3～4

3 安曇小 3 黒川・梓川リバーアドベンチャー 合同会社リトルピークス 6年 6 7月21日 5～6

4 二子小 4 ぬかくどご飯炊き体験
ＮＰＯ安曇野ふるさとづくり応援
団

     3年1組
          2組

54 10月31日 7～8

5 会田中 4 ぬかくどご飯炊き体験（四賀の食材を使って）
ＮＰＯ安曇野ふるさとづくり応援
団

1年 20 10月25日 9～10

6 菅野小 5 自然体験
いきものみっけファームin松本推
進協議会

3年 130 7月7日 11～12

7 田川小 7 水の生物の観察会 川の自然と文化研究所（NPO)
     3年1組
          2組

50 6月7日 13～14

8 安曇小 8 水ってなあに？ ㈱環境技術センター 6年 6 12月20日 15～16

9 鎌田小 9
竹筒と蜜蝋を使ったキャンドル作り
【おためしプログラム】

松本市地球温暖化防止市民
ネットワーク（エコネットまつもと）

5年3組 31 12月7日 17～18

10
中間教室
（鎌田）

10 マイ箸づくり 寿鉋の会
中学1、2、3

年
8 11月7日 19～20

11 附属松本小
10
11

マイ箸づくりと袋縫い
寿鉋の会
松本市社協ボランティアセンター

5年東組 36 10月25日 21～22

12 清水小 12
あかりのエコ教室
【おためしプログラム】

パナソニック株式会社
エコソリューションズ社
松本電材営業所

4年2組 30 12月13日 23～24

13 鎌田小 12
あかりのエコ教室
【おためしプログラム】

パナソニック株式会社
エコソリューションズ社
松本電材営業所

5年3組 31 12月15日 25～26

14 今井小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
特別支援学

級
9 11月6日 27～28

15 二子小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
特別支援学

級
10 11月16日 29～30

16 四賀小 14
木の授業とバウムクーヘン作り
「学有林学習（木の生長について）」

寿さと山くらぶ 3年 18 1月22日 31～32

17 二子小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ
4年1組
　　 2組

42 11月1日 33～34

18 鎌田小 14 木の授業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ 5年 156
11月27日
11月28日

35～36

19 会田中 14 四賀の産業とバウムクーヘン作り 寿さと山くらぶ 2年 23 11月9日 37～38

講座番号、講座名

　平成２９年度　小中学校環境教育支援事業　報告書一覧



番号 学校名 講師 実施学年、クラス 人数 実施日 頁番号講座番号、講座名

20 島内小 15
木材の活用法
【おためしプログラム】

松本林業士会 5年2組 32 11月8日 39～40

21 今井小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会
1年1組
2年1組

58 5月25日 41～42

22 田川小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 1年 41 5月23日 43～44

23 菅野小 16
緑のカーテン設置指導
「あさがおさん　おおきくなあれ」

松本市緑化協会 1年3クラス 105 5月26日 45～46

24 島内小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会
1年
2年

233 5月22日 47～48

25 本郷小 16
緑のカーテン設置指導
「緑のカーテン作り」

松本市緑化協会
1、2年4クラ

ス
110 5月25日 49～50

26 鎌田小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 特別支援3クラス
4年1クラス 60 5月22日 51～52

27 中山小 16
緑のカーテン設置指導
「グリーンカーテンを育てよう」

松本市緑化協会 2年1組 22 5月25日 53～54

28 源池小 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 4年2クラス 54 5月26日 55～56

29 芳川小 16
緑のカーテン設置指導
『「緑のカーテン」を作ろう』

松本市緑化協会 4年 128 11月28日 57～58

30 鎌田中 16 緑のカーテン設置指導 松本市緑化協会 造園委員会 32 6月1日 59～60

31 今井小 17 身近な自然観察 自然観察の会　ひこばえ 1年・2年 58 10月4日 61～62

32 田川小 18
体験プログラムを中心とした自然体験学習１
「野外体験」
【おためしプログラム】

体験創庫かけはし 知障学級 6 11月17日 63～64

33 島内小 19
体感プログラムを中心とした自然体験学習２
「野外体験　学校の自然を生かそう」
【おためしプログラム】

信州やがい体験楽校ぷらす ４年３組 36 11月14日 65～66

34 清水小 20

地球温暖化防止と
木質バイオマスエネルギー利用方法
「バイオマスで炊き出し体験」
【おためしプログラム】

自然エネルギーネットまつもと 4年1組 30 11月17日 67～68

35 田川小 23
水の生物の観察会
「川の生き物探し」

松本ホタル学会
　　2年1組
　　　　 2組

48 6月7日 69～70

36 教育課程
2
17
19

教職員対象・生活科お役立ち演習
NPO法人わおん
自然観察の会　ひこばえ
信州やがいたいけん楽校ぷらす

松塩地区
教諭

65 10月3日 71～73

計
１８校

（小学校14校
中学校3校
その他1）

１８団体
（１５団体３企業）

※内「おためしプログラム」については、８つの事業が実施されました。

１８種類 １，８５６人
（小学校１，７０８人、中学校８３人、その他６５人）
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環境教育支援事業実施報告書               【番号：１】 

授 業 名 自然体験（ネイチャーゲーム） 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
２年２組２８名 

担当者 担任 滝口 雅彦 

実施日（期間） 平成２９年１１月９日（木） 

講師名 ＮＰＯ法人 わおん  

実施概要 

 

・ＮＰＯ法人 わおんの山田さんご夫妻の指導で自然に親しむネイ

チャーゲームを行った。 

・「自然の物探し」 

北庭で講師が拾ってきた１１種類のもの（どんぐりや葉を目で見 

て確認し、グループごと探しに行くゲーム。 

・「つるつるざらざらの葉っぱ探し」 

自分が一番つるつるだと思う葉っぱと一番ざらざらだと思う葉っぱ

を探し出し、グループの中でチャンピオンを決めた。 

・「ルーペで自然探し」 

取ってきた葉っぱや、自分が見てみたいものを見つけ、ルーペで拡大

した様子を見た。 

・「そっくりな色探し」 

８種類の色カードを持って、その色とそっくりの葉っぱや枝を探し

た。 

・「万華鏡作り」 

万華鏡の筒の中にちぎった葉っぱや草を入れてオリジナル万華 鏡

作りを行った。 

 

実施状況 

（授業風景） 
 

ざらざらの葉っぱはどこかな？  葉っぱに毛が生えている！ 
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実施状況 

（授業風景） 

 

  万華鏡がすごくきれい。   葉っぱがきれいな模様になった。 

授業について 

 記 入 者 ２年２組 担任 滝口 雅彦 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・７個ぐらいまでは覚えていてどんどん見つけられたけど、１０個

探すのはむずかしかった。１１個見つけることが出来たグループは

すごい！ 

 ・ルーペで、葉っぱを見たら毛みたいのがついていた。だから、

ザラザラしているんだって分かった。 

・赤やオレンジの色でも、そっくりな色を探すのはとっても難しか

った。同じ色を探し出せたらとってもうれしかった。 

 ・万華鏡の筒の中にちぎった葉っぱや草を入れてオリジナル万華

鏡が出来たとき、すごくきれいでびっくりした。１００円ショッ

プにあるって聞いたから、今日お母さんに買ってもらいたい。 

 ・北庭はいっぱい遊んだことがあったけど、こんなにたくさん自

然のものがあるなんてびっくりした。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 いつも遊んでいる北庭でしたが、自然に関するものがたくさんあ

るのだということに気がついて、改めて北庭のよさを感じることが

出来ました。 

グループで同じ目標をもって自然探しをしたことで、いつも話し

をしない友だちとも仲良く相談しながら活動している姿が見られ、

とってもよかったです。 

マイルーペを使って自分が見てみたい葉っぱや、木の幹を観察し

たことでいつも見えていない小さな自然を見ることができ、子ども

たちはとても感動していました。２時間がとても短く感じました。 
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               環境教育支援事業実施報告書       【番号：２】 

授 業 名 犀川下り 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３年１組２５人 ２組２５人 計５０人 

担当者 渡邉 貴之   稲田 祐美 

実施日（期間） 平成２９年９月１９日（火） 

講師名 合同会社リトルピークス 

実施概要 

ラーラ松本を基点に白鳥湖までの約８キロを、ラフティングボート

を使って下りながら、安曇野の山岳美、川辺の植生観察、川遊びの安

全講習を行い、「大自然と一体となる」「仲間と力を合わせてボートを

操る」楽しさを味わった。午前午後に分かれて、クラス別各３時間の

活動を行った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

①船出 

安全講習は受けたけど、 

ドキドキするな。 

うまくパドルがこげるかな。 

 

 

 

 

 

②なんてきれいな景色。澄んだ水。 

輝くアルプス。木陰を通るときは、 

                頭を下げて通る。 

人工物の見えない自然だけの景

色。 

 

 

③パドルの使い方や川に落ちたときの姿勢、落ちた友だちの助け方な

ど安全講習も心に残りました。 
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授業について 

 記 入 者 稲田 祐美 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・いっしょうけんめいパドルを動かしました。ボートが進んでよ

かった。・水かけ合せん、最高。楽しい。・先生が起き上がれない

ほど、川からボートに上がるのは難しい。・行く時はとてもこわか

ったけど、すぐにこわくなくなった。けっきょく心配しすぎだっ

た。・さいしょはドキドキしてたけど楽しかったのでうれしかっ

た。・チームが決まってなくて心配だったけど、力を合わせてこい

だ。最高のチームでした。・虫はみつからなかったけど、楽しい思

い出になった。・川は命の集まる場所。 

・命あふれて、みんなを楽しくさせる場所。・川遊びまでただの川

だと思っていました。でも、さい川下りでこんなに川で楽しんだ

のは初めてでした。これから川をよごす人がいないように、川を

人間みたいに大切にしたいと思います。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・めったにできない経験をさせていただき、感謝します。昨年か

ら２年がかりの計画を、事故なく実施できて良かった。１年生か

らの３年間の川の学習のまとめとして、子どもたちの心にも強く

残るものがあった。コースは最高で、普段水泳学習が苦手な子や

おとなしい子がとても楽しんで、自分の新しい一面を発見してい

た。 

・保護者の理解を得るために、参観日の懇談会を利用して早くか

ら了解を取って進めた。事前アンケートを取った。当日は川沿い

に見に来てくださる方もあった。 

・観光のトップシーズンをはずしたので、連携を取りやすかっ

た。気温や学校行事の関係も、９月で良かった。 

 ・余裕をもった日程で良かった。予定より早く移動でき、子ども

の負担が少なく、活動を終了できた。 

 

３ その他 

 ・リトルピークスとアルピコタクシーが一緒に事前の計画を練っ

ていただいたので、無理のない活動計画ができました。感謝しま

す。 

・アクアピア駐車場には事前に申請書が必要だった。 

・平瀬緑地公園やクリーンセンターには、環境政策課から話をして

いただいていたので、スムーズに申請が受理された。 
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              環境教育支援事業実施報告書       【番号：３】 

授 業 名  黒川・梓川リバーアドベンチャー 

実施学校名  松本市立安曇小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ６学年 ６名 

担当者  担任  吉嶋 哲男 

実施日（期間） 平成２９年７月２１日(金) 

講師名  合同会社リトルピークス（代表・小峰邦良さん） 

実施概要 

① 講義『大河の一滴』（パワーポイントを用いて、内容は梓川６５Km

の旅）を教室で聞き、川の働きや水の流れについて学習した。 

② 黒川にて、シャワークライミングや岩登り、滝つぼ潜り等をして

川遊びを楽しんだ。 

③ 梓川まで出た後、川で溺れた時の対応や川に溺れた人への救助法

等を体験学習した。 

④ 梓川での川流れ体験、島々谷川遡上体験等を行って帰校した。 

実施状況 

（授業風景） 

 

講義を聞いた後、ウエットス

ーツやライフジャケット等

の川遊びギアを身につけて、

雑炊橋向こうの、学校から歩

いて５分の黒川に向かいま

した。 

川への入り方や安全な遊び方を

教えていただき、みんなで川へ

飛び込みました。川の水がとて

も冷たく、大変気持ちよかった

です。どの遊びも、子どもたち

は大喜びでした。ずっと川につ

かっている子もいました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 吉嶋 哲男 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・黒川は、奥に行くと、滝がありました。その滝にあたってから 

もっと下に行って、梓川にたどり着きました。梓川をみんなで歩

きました。急に深くなって足がつきませんでした。だから泳ぎま

した。近くを魚が泳いでいて、びっくりしました。 

・ぼくはアウトドアが好きなので、楽しみにしていました。寒い 

のかと思ったけれど、ウエットスーツのおかげで暖かく、助かり

ました。黒川は、プールみたいなところがあって楽しかったで

す。救助では、そんなに強い力いらないと思ってロープを投げた

ら、全然だめでした。またやってみたいです。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・学校のすぐ近く、歩いて数分のところを川が流れていながら、

子どもたちも私も一度も川に入ったことがなく、そこで楽しく遊

べるという考えもありませんでした。逆に、川は危険だから近づ

かない遊ばないという指導をしてきたことが多かったかと思いま

す。そんな川についての意識が完全に覆され、とっても楽しく遊

び学習することができました。梓川のみならず、黒川や島々谷川

でも遊ぶことができ、身近な自然の良さを、改めて実感すること

ができました。 

 ・可能であれば、継続して行い、小学校で学習する中でどこかの

学年で全員が、川遊びを体験できると素晴らしいと思う。 

梓川の支流となる黒川の他、

梓川、黒川の反対の山から流

れてくる島々谷川等の水を

体験することで、水の色や冷

たさ、流れの速さ等について

身をもって体験することが

できました。 

岩登りや岩渡り、シャワーク

ライミング等をして遊びま

した。学校のすぐ近くの川で

すが、子どもたちは入ったこ

とも遊んだこともなく、全て

初めての体験で、とても楽し

かったです。 
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              環境教育支援事業実施報告書        【番号：４】 

授 業 名 ぬかくどご飯炊き体験 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

３年１組 ２７名 

３年２組 ２７名 

担当者 
３年１組担任 祝迫 なおみ 

３年２組担任 中山 靖隆 

実施日（期間） 平成２９年１０月３１日（火） 

講師名  安曇野ふるさとづくり応援団代表 等々力さん 宮崎さん  

実施概要 

・お米作りのお話を聞き農家の方の工夫や大変さがわかりました。 

・ぬかを使ってごはんを炊く様子を間近で見て、ごはんが炊けてい 

 く様子や、電気を使わなくてもごはんが炊けることがわかりまし

た。 

・炊き上がったごはんで一人ひとりおにぎりを作り、ぬかくどで炊い

た無農薬のお米のおいしさを味わいました。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①無農薬のお米作り

のお話を聞きまし

た。 

 

②ぬか（もみがら）

を入れてご飯を炊

く様子を間近で見

ました。 
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③炊き上がったごはんで一人ひとりおにぎりを作りました。 

 

               

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 記 入 者 祝迫なおみ 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・電気を使わなくてもごはんが炊けたのでおどろいた。 

 ・「ぬかくど」という言葉を初めて聞いた。 

 ・ごはんが炊けると、とてもよいにおいがした。 

 ・おにぎり作りが楽しかったし、とてもおいしかった。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・もみがらでごはんを炊くという、先人の知恵に感心しました。 

 それを実際に見ることができ、子どもたちにとって大変貴重な経験

になりました。社会科の学習にも活かしていきたいと考えていま

す。 

 ・講師の先生方が温かくていねいに説明してくださり、ありがたか

ったです。 
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環境教育支援事業実施報告書        【番号：５】 

授 業 名 ぬかくどご飯炊き体験（四賀の食材を使って） 

実施学校名 松本市立会田中学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 （２０名） 

担当者 齋藤 浩明、山本 佳代子、竹内 大   （１学年職員） 

実施日（期間） 平成２９年１０月２５日（水） 

講師名 
宮崎 祟徳、等々力 秀和（安曇野ふるさとづくり応援団） 

藤森 賢（藤森組） 

実施概要 
・ぬかくどを用いたごはん作り 

・灰焼きおやき作り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①おやきの具材を詰めました。 

おやきに用いた小麦やしいた 

け、なすなどの具材はすべて 

四賀産の地元で採れたもので 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②作ったおやきを灰の中に入 

れました。熱かったのでお 

そるおそる入れました。 

できあがりを楽しみに待ち 

ました。 

 

③こんがり、おいしく焼き 

上がりました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

④おやきと同時並行で、ぬ 

かくどを用いてご飯を炊 

きました。燃料のもみが 

らも四賀産のもので、環 

境にも優しいことを学習 

しました。  

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥できあがったお米をおにぎ 

りにしました。味付けは塩 

のみでしたが、おこげがあ 

ったりととても香ばしく、 

何個も食べる様子が見られ 

ました。ごちそうさま！！ 

 

                                          

授業について 

記 入 者 竹内 大 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・非常に意欲的に取り組んでいました。昔の人の知恵に感心する様

子が見られました。 

  

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・材料や燃料などすべて四賀産のものを使用しており、四賀の魅力

について見つめ返すいい機会になったと思います。また、生徒は、

地元について関心を持ち、愛着を抱くことができたと思います。 

⑤おやきとぬかくどが出来上が 

るまでの間、升や石など昔の 

単位について学習しました。 
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               環境教育支援事業実施報告書       【番号：６】 

授 業 名 自然体験 

実施学校名 松本市立菅野小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３学年 ４学級  参加人数 １３０名 

担当者 宮城 和広 

実施日（期間） 平成２９年７月７日（金） 

講師名 いきものみっけファーム in松本推進協議会 

実施概要 

 

理科「こん虫のからだを調べよう」及び総合的な学習の時間の一環と

して実施。 

スカイパークにて４人の講師より下記のテーマで生き物探しと観察を

行った。 

①「ネイチャーゲーム」（公園の中にいる生き物や植物探し） 

 

②「草むらの生き物」（滑走路わきの草むらでの昆虫探し） 

 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

「ネイチャーゲーム」 
 
・公園内の自然のものを
材料にして、紙の上に
絵を作りました。 

 
「木の枝を使うと、いろいろ
なものがあらわせていい
ね。」 

「もっと葉を集めよう。」 

・ビンゴカードに書か

れている動物や植物

を公園の中で探しま

した。 

 

「花や松葉、松ぼっくりを

見つけたよ。」 

「林の中にはいろんなも

のがあるな。」 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 

 記 入 者 宮城 和広 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・昆虫探しでは、網の使い方を初めにご指導いただき、草むらの中

から見つけ出した昆虫を夢中で追いかけて捕まえる姿が多く見られ

た。 

・昆虫観察の時間では、捕まえた昆虫をみんなで見合い、指導者の

先生が教えてくださる種類の名前や、体の特徴を熱心に聞くことが

できた。 

・子ども達の捕まえた昆虫を一つひとつ丁寧に学習の中で取り上げ

てくださり、子ども達はとても嬉しそうだった。 

・「ネイチャーゲーム」では、ビンゴカードを使って公園の中で見

つけられる生き物や植物を探して楽しむことができた。 

・絵作りでは、グループみんなで材料に使う自然のものを集め、相

談し合ったり試行錯誤したりしながら行えたことが、楽しさを共有

し合うことにつながっていて良かった。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・子どもたちが時間いっぱい昆虫を探したり、じっくり観察したり

する姿が多く見られ、進んで学習することができて良かった。 

・道具や展開の段取りが十分なされていたことも子ども達の意欲的

な活動に結びついていたと感じる。 

・専門の先生にご指導をいただき、体験的な学びをつくることがで

きて大変ありがたかった。 

・学校から近く、自然にも十分触れあえるスカイパークがあるの

で、今後もこの事業を活用していきたい。 

「草むらの生き物」 

 

・滑走路わきの草むら

で昆虫を探して捕ま

えました。 

「網に入ったぞ。」 

「草と同じ色で見つけに

くいな。」 

「生き物の観察」 

 

・捕まえた昆虫を観察

し合い、名前や体の

特徴を知りました。 

「しょうりょうバッタと

いうんだね。」 

「きれいな色だなあ。」 



-13- 

 

                環境教育支援事業実施報告書      【番号：７】 

授 業 名 水の生物の観察会 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３年１組２５人 ２組２５人 計５０人 

担当者 渡邉 貴之   稲田 祐美 

実施日（期間） 平成２９年６月７日（水） 

講師名 川の自然と文化研究所（NPO）・松本ホタル学会 

実施概要 

①１組は奈良井川脇の湧水（松島橋北側付近）に行って２年生と共に

水中生物を探す。②松本ホタル学会の方と一緒に調べる。 

③２組は田川入船橋付近で水中生物を探す。 

④学校に戻り、それぞれの川で捕まえた水中生物を発表、比較し、ル

ーペ等で観察する。 

⑤水中生物の記録の書き方を講師から習い、絵と文で記録する。 

実施状況 

（授業風景） 

《奈良井川脇湧水に行った１組》 

①去年と同じ場所、奈良井川脇湧水で  

２年生に「ほら、こんなふうにとって

ごらん。これがトビケラだよ。」 

②「これなあに」今年初めてお世話にな

る、松本ホタル学会（まなぶかい）の

方に、積極的に質問。 

 

 

 

 

 

 

《田川入船橋付近に行った２組》 

 

③田川には魚がいっぱい。興奮して水着で探す子ども達。市役所の環

境課の方も来て、名前を教えてくれました。 
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実施状況 

（授業風景） 

④発表会。水温１４℃ 

奈良井川脇湧水－サワガニ・ヒメフナムシ・ミミズ・ヒル・プラナリ

ア・ヨコエビ・幼虫（トビケラ・ガガンボ・カゲロウ） 

田川－魚（ヨシノボリ・オイカワ）幼虫（トビケラ･カゲロウ･トンボ） 

④記録会。 

２年目の今年は、

ルーペやピンセッ

トもうまく使える。

足の数や、足がどこ

から出ているかに

注目して描こう。 

 

授業について 

 記 入 者 稲田 祐美 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等（原文のまま） 

・田川には魚や生き物がいっぱいいて、奈良井川は生き物が少な

くてカニがいっぱいいた。 

・いっしょの川でも（川ということはいっしょでも）、ちがうもの

がとれるんだなあと思った。 

・田川の川は初めてで、新しい魚もいて最高に楽しかった。 

・奈良井川にはいなかったヨシノボリという魚を田川で取った。

急にジャンプして川ににげてしまってざんねんだった。 

・田川で死んだ魚をつかまえたと思ったけど、なぜかふっかつし

てジャンプしてにげた。もしかしたら、しんだまねをしてかくれ

ていたところを、私たちがつかまえちゃったのかもしれない。 

・奈良井川にプラナリアがいるとは思わなかった。 

・ぜんぜん田川と奈良井川の生き物はちがった。 

・一人だとあぶないからいかないけど田川小学校のみんなと生き

物さがしに行くと楽しい。またいきたい。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・とても良い活動ができている。今年は松本ホタル学会の皆さん

も一緒に活動できた。地元の方がいらして川に詳しくてありがた

かった。 

・Ｈ２６年度は違う学年が田川で、Ｈ２７・２８年度はこの学年

が奈良井川脇湧水で、生き物探しを行っている。Ｈ２９年度は、

両方の場所を比較する形で、観察ができてよかった。 

 

３ その他 

・ちょっと後に、田川公民館が渚神社の方の川で生き物観察会を

開いた。何か共同でできることがあるかもしれない。 

・活動が新聞に載ったところ、地元の方が過去に調べていた水生

昆虫の記録を寄贈してくださった。 
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環境教育支援事業実施報告書       【番号：８】 

授 業 名  水ってなあに？ 

実施学校名  松本市立安曇小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 ６学年 ６人 

担当者  担任  吉嶋 哲男 

実施日（期間） １２月２０日(水) 

講師名 (株)環境技術センター（代表・宮澤恵美さん） 

実施概要 

・パワーポイントを用いての講義「水ってなぁに」を視聴する。 

・実験装置により、水のでき方や循環の仕組みを学習する。 

・実験で、乾いた地質と湿った地質の保湿力の違いを観察する。 

・自分たちが普段飲んでいる水と日本の水、ヨーロッパの硬水の 

３つの飲み比べ、水の味や質の違いを体感する。 

・上記の３つについて硬度を調べ、科学的な裏付けを得る。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちが普段使い飲んでいる水は、実

は循環しており、その水は何億年も前

から使われている水が巡り巡って自分

たちのところに来ていることを教えて

いただきました。 

手作りの実験装置によって、

水がどのように循環し、空に

上がってまた地面におりてき

てまた私たちのところに運ば

れる様子をわかりやすく見せ

て、教えてくれました。 

私たちの住む安曇の水がど

こから湧き出て、どこを通っ

て、どのように運ばれてきて

いるのか。そして、私たちが

使った水がどのようになっ

ていくのか等を説明してく

れました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 吉嶋 哲男 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・４６億年も前の水をぼくたちも使っていると聞いて、スーパー 

ミラクルびっくりしました。 

・人間の使える水は、全ての水の０．０１％だそうです。地球の 

青い部分（海）の１％でもめっちゃ小さいのに、その百分の一で

す。水をこれから大切にしていきたいと思いました。 

・湿ったスポンジと乾いたスポンジを使った実験では、その両方 

に水を流すと、乾いている方はすぐにざーっと流れるけど、湿って

いる方は下にポタポタと流れてきます。とってもわかりやすい！こ

れを作った人は、本当にすごいと思いました。 

・フランスの水やミネラルウォーターの違いを知ることができて 

よかったです。改めて水のおいしさを知ることができました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・普段はあまりに身近で、水のありがたさを実感することがない 

が、このような機会をもつと、水のありがたさについて思いを寄せ

ることができよいのではないか。 

・話だけでなく、観察や実験もあり、大変楽しく学習することがで

きた。実験装置が大変工夫されていて感心した。 

 

３ その他 

・夏に「黒川・梓川リバーアドベンチャー」を環境教育支援授業で

行い、それに続く形で今回の授業をした。大変良かった。 

 

普段飲んでいる水（水道水）

とペットボトルの水、欧州

の硬水の３つについて“き

き水”をし、水の味に関心を

もち、実験で硬度を調べて

科学的な裏付けを得まし

た。 

乾いたスポンジと湿ったスポ

ンジの上に水を流し、水がス

ポンジ（地面）に浸透したり、

表面を流れたりする様子を見

せ、土や森の保水力について

実感させてくれました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：９】 

授 業 名 竹筒と蜜蝋を使ったキャンドル作り 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年３組 ３１名 

担当者 守矢 久美 

実施日（期間） 平成２９年１２月７日（木） 

講師名 松本市地球温暖化防止市民ネットワーク（エコネットまつもと） 

実施概要 

・環境に優しい蜜ろうについて 

・蜜ろうと廃材を使ったろうそくについて 

・ろうそく作り 

実施状況 

（授業風景） 

〇環境に優しい蜜蝋のお話を聞いてから、竹筒の作り方についての 

説明を聞きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇廃材の竹を切り出します 
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実施状況 

（授業風景） 

〇光が漏れるようにドリルで穴を  

開けます。 

 

 

 

 

 

 

 

                 

                〇最後に蜜蝋を竹筒に入れて 

完成  

 

     

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・ろうを作っているときにとても甘いにおいがした。 

 ・自分で竹を切ったので、自分のキャンドルに愛着がわいた。 

 ・のこぎりは前にも使ったけれど、慣れるまでは苦戦した。 

 ・ドリルで穴をあけるのが大変だったけれど、教えに来てくれた

方がしっかりとおさえてくれたので、上手に穴を開けることがで

きた。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・キャンプの前にたきぎを切ったことがあり、そのときの経験を

生かしてのこぎりを上手に使って切ることができていた。 

 ・環境に優しい蜜蝋について、お話を聞いたり、インターネット

でも調べたりしたので、興味を持って取り組むことができた。 

 ・１人１つ自分のキャンドルを作り、危ない場面では的確に手伝

っていただいたので、とてもありがたかった。 

 ・１２月１５日に松本駅前に飾っていただき、子どもたちもとて

も喜んでいた。 
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  環境教育支援事業実施報告書      【番号：１０】 

授 業 名 マイ箸づくり 

実施学校名 鎌田中間教室 

実施学年、学級 

参加人数 
中学１，２，３年生 ８名 

担当者 櫻井 由美子 

実施日（期間） 平成２９年１１月７日（火） 

講師名 寿鉋の会（鬼頭さん・小林さん） 中林さん 

実施概要 

＜講師のお話＞ 

・材料の桧についてのお話（木の特徴・年輪 等）を聞く。 

・小刀・鉋についてのお話（扱い方・順目や逆目 等）を聞く。 

＜マイ箸づくりの作業＞ 

・桧の棒の両端を小刀や鉋を用いて先が細くなるように削る。 

・中央をノコギリで切って一膳の箸に仕上げる。 

 

＜おまけの時間＞ 

・けん玉やこま（持参していただいた）などで短時間遊ぶ 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

＜講師の先生のお話＞ 

材料（桧棒）の特徴や

小刀・鉋の安全な使い

方、削る向きによって生

じる“準目と逆目”やう

まく削れない時の対処

法等について。 

＜作業開始＞ 

桧棒の両端を、小

刀や鉋を用いて削り

始めました。左右対

称になるように、削

り加減を調節しなが

ら･･･。優しく手を貸

してくれる講師の先

生方。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 櫻井 由美子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・小刀や鉋を使って形よく桧の棒を削るのは難しかったけれど、

初めて体験することが多く、新鮮で楽しかった。 

・講師の先生方が優しく丁寧に教えてくださり、うれしかった。 

・最初はとても緊張してドキドキしたが、うまくできないところ

を講師の先生方が手伝ってくれたり、優しく褒めてくれたりした

おかげで、だんだんに緊張感がとれてきたように思う。 

・なかなかうまくできた。気に入っている。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・生徒８名という少人数の体験学習であったが、スムーズに進め

られるようにと、早朝より様々な用具や材料を準備していただき

大変ありがたかった。 

・事前に生徒の様子をお伝えし、いろいろな面でご配慮いただい

た。鬼頭さんはじめ小林さん・中林さんにもお手伝いいただき、

個々の生徒への細やかなサポートをしていただいた。 

・温かい励ましの言葉やお褒めの言葉をかけていただいたおかげ

で、当初参加をいやがっていた生徒もだんだんに明るい表情で学

習を進める姿が見られた。 

 

３ その他 

 ・講師謝礼を市教委より出していただき大変ありがたかった。 

 

 

＜作業に没頭･･･＞ 「いい感じに削れてきたぞ。」 

「だいぶとんがってきたけれど、このくらいでいいのかなあ。」 



-21- 

 

    環境教育支援事業実施報告書               【番号：１１】 

授 業 名 マイ箸づくりと袋縫い 

実施学校名 信州大学教育学部附属松本小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年東組 ３６人 

担当者 井出幸輔 

実施日（期間） 平成２９年１０月２５日（水） 

講師名 松本市社協ボランティアセンター 寿鉋の会 

実施概要 

小刀を使い，ペーパーナイフを作ってきた子ども。ちがうものを作っ

てみたいという願いから，箸づくりをすることになった。箸づくりで

は，これまで使用したことのない鉋を使ってマイ箸づくりを行なった。

また，箸袋づくりでは，各自が用意した布から全て手縫いで箸袋を作

った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道具の説明を受ける子ども   実際に鉋を使って箸を作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

箸袋を完成させ，ホッと一息    講師の先生方の紹介 
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授業について 

 

記 入 者 井出 幸輔 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・のこぎりを使うのにとても苦労したんだけれども，講師の先生 

 に丁寧に教えてもらって，最後完成してとてもうれしかった。 

 ・初めて，鉋を使うのはとてもドキドキしたけど，最後までけがせ

ずに作れてよかった。 

 ・今まで使ったことのない道具を使う機会になって，鉋で削るのが

とても楽しかった。自分専用の鉋が欲しいと思った。 

 ・色々な道具を使うのが楽しくて，もっといろいろな道具を使って

みたいと思った。 

 ・家庭科の授業では習わなかった縫い方があって，それで縫うのが

とても楽しかった。もっと，色々な縫い方を知りたいと思った。 

 ・自分で作った，箸と箸袋を早く使ってみたい。 

 ・これから大切に使っていきたい。 

 ・うまく縫えなくて困っている時に，講師の先生が優しく教えてく

れたのが嬉しかった。 

 ・きれいに縫うのが難しかったけど，完成したのを見たら，結構上

手に縫えたと思う。 

 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

学校とは違う人から学ぶ。ここに最大のメリットがあった気がしま

す。子どもは地域の人から学ぶ機会が多ければいいと思うのですが，

学校の特性上，子どもの育つ地域が広範囲で，「私の地域」という思い

が持てにくいのも現状です。ただ，今回，こうやって講師の先生方と

触れ合う機会があり，そこが大変ありがたかったです。また，それぞ

れの専門性から学ぶ機会となったことも大きかったです。もっと積極

的にそういう機会を設けたいと思いました。 

その上で，こういった際の打ち合わせの場面でコーディネートをし

ていただける方の存在の大きさを感じました。少ない打ち合わせの中

で，学校と講師の先生方をつないでいただきありがたかったです。 
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  環境教育支援事業実施報告書      【番号：１２】 

授 業 名 あかりのエコ教室 

実施学校名 松本市立清水小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
４年２組 ３０名 

担当者 担任 佐々木美紀子 

実施日（期間） 平成２９年１２月１３日（水） 

講師名 パナソニック（株）エコソリューションズ社松本電材営業所 

実施概要 

① 電球についての知識の習得…家庭で使っている電球形照明ランプ

には、どんな種類があって、どんな特徴があるかを知る。 

② 省エネ方法の知識習得と実践…あかりの省エネ方法を知って、自分

の家で実践できることを考え、実践する。 

実施状況 

（授業風景） 

 
 

 

① 白熱灯、蛍光灯、LEDの
３種類の電球について、
手動で灯りをつける活
動から、白熱灯をつける
のにはたくさんの力が
必要で、LEDをつけるの
には少しの力でつくこ
とを体感しました。 

② 電力測定器を使い、３種

類の電球について、使う

電力のワット数を確認

しました。白熱灯と LED

のワット数の違いに子

どもたちはとても驚い

ていました。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

授業について 

 記 入 者 佐々木美紀子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・宿題の２日目からは自然と電気を消すことができて、すぐにで

きることなんだなと思いました。これからも続けていきたいで

す。 

・省エネのことについてくわしく説明してもらえて、大切さがと

てもよく分かりました。 

・いろんな装置を使って勉強することができて楽しかったです。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・子どもたちが「何のための学習か」についてよく分かる導入を

していただき、活動の点順についての説明も分かりやすく、混乱

なく楽しみながら学習をすすめることができました。 

・学習後に家庭で実践するための宿題を出していただき、子ども

たちもおうちの皆さんも大変意欲的にあかりのエコを実践するこ

とができたようです。すぐに実践力につながる環境教育のあり方

を学ばせていただきました。大変ありがたかったです。 

 

３ その他 

・本校では、子どもたちに発言させる際は挙手をして起立してか

ら発言するルールがありますので、打ち合わせの際にそれをお願

いすることを忘れないようにしたいと思いました。 

 

 

③ ３つの電球の熱さについ
ても体感しました。（やけ
どをしない配慮をしてい
ただきました。）LED が全
く熱くないことが意外だ
ったようです。なぜ熱くな
らないかの仕組みについ
てもお聞きしました。 

④ 余った時間で、いろいろ
なあかりの実験をしてい
ただき、楽しみました。左
の写真は、講師の先生がｼ
ｬｰﾌﾟﾍﾟﾝｼﾙの芯をﾌｨﾗﾒﾝﾄ
の代わりにして灯りをつ
けているところです。熱
さもかなりのものでし
た。 



-25- 

 

 

               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１３】 

授 業 名 あかりのエコ教室 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年３組 ３１名 

担当者 守矢 久美 

実施日（期間） 平成２９年１２月１５日（木） 

講師名 パナソニック株式会社エコソリューションズ社松本電材営業所 

実施概要 

・電気の仕組み 

・白熱灯、蛍光灯、ＬＥＤの電気量測定実験 

・手回し発電 

実施状況 

（授業風景） 

〇電気の仕組みについてのお話→手回し発電で明かりをつけよう 
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実施状況 

（授業風景） 

 

〇白熱灯、蛍光灯、ＬＥＤの電気量を測定してみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・みんなで一生懸命発電機を回して、光がついたときはとてもう

れしかった。 

 ・同じような形の電球でも、白熱灯と蛍光灯とＬＥＤで使われる

電気が全然ちがうことに驚いた。 

 ・ＬＥＤよりももっとよいものはあるのかなあ。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・身近な電球にもいろいろな種類があり、それぞれの特徴がある

ことを分かりやすく説明してもらい、子どもたちも興味深く聞い

ていた。 

 ・手回し発電や、測定実験など興味深い実験があり、意欲的に取

り組んでいた。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１４】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立今井小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
特別支援学級（９名） 

担当者 特別支援学級担任 小山健二 山本このみ 

実施日（期間） 平成２９年１１月６日（月） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 木の年輪についての話を聞いてから、バウムクーヘン作りを行った。 

実施状況 

（授業風景） 
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授業について 

 記 入 者 特別支援学級担任 山本 このみ 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・年輪を数える事で、その木の樹齢がわかるという事を教えてい 

ただくと、子どもたちは「知らなかった。あの木は何年くらいなん

だろう。」と言って学校に植えてある木を見上げていました。 

 ・１回焼くと「１才だね！」と言ったり、２回、３回、４回と焼い

ていくうちに「６才だから１年生になったよ！」と言ったりして、

嬉しそうに焼いていました。グリルの熱さにも負けず、何度も焼い

ていくと「先生！僕たちのバウムクーヘンはついに５年生になった

よ！」という声も聞こえてきました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・友だちと声をかけ合って協力しながら焼く姿、周りにいる講師 

の方々や保護者の方々に笑顔で話しかけながら一緒に作業する姿が

とても良く、貴重な経験となりました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１５】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
特別支援学級 １０名 

担当者 
あおぞら学級担任 中村 慶子 

ひまわり学級担任 山口 若菜 

実施日（期間） 平成２９年１１月１６日 (木) 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

 

１ 年輪についてのお話  

年輪のでき方を見ながらその年輪ができた年はどんな気候であった

のかを想像してみることができるというお話をいただいた。 

２ バウムクーヘン作り 

 安全を共有しながら協力して作業を進め、生地を回しながらくり返

し焼き、バウムクーヘンを作った。 

実施状況 

（授業風景） 

 

たまご割りに挑戦中          みんなで混ぜ混ぜ 

 

 

二人の息ぴったりだね        おいしく焼けたかな？ 
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授業について 

 記 入 者 中村 慶子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・たまごを、あんなにたくさん混ぜて楽しかった。 

 ・粉をたくさん入れたので、びっくりした。 

 ・焼くとき、とても煙たかった。 

 ・みんなで順番にやって、楽しかった。 

 ・何回もつけて焼いてバウムクーヘンになるのを初めて知った。 

 ・くるくる回すのが大変だった。 

 ・お母さんと一緒にやったのがうれしかった。 

  

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・それぞれの学級で体験したことがある児童が数名いましたが、担

任をはじめほとんど初体験だった中、分かり易く教えていただき安

全に手際よくすすめることができました。 

 ・保護者の交流の場になれば、とお誘いしましたが、翌日がマラソ

ン大会だったため 2人の参加となりました。普段できない親子での

体験に、保護者の方も喜んでお帰りになりました。 

 ・この日は、松本養護学校のお友達 1名との交流も兼ねていたの

で、とても有意義な活動になりました。特に順番を待ったり、2人

組で協力したりするところが苦手な児童にとって、大変勉強になる

活動でした。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１６】 

授 業 名 
木の授業とバウムクーヘン作り 

「学有林学習（木の生長について）」 

実施学校名 松本市立四賀小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
３学年 １８名 

担当者 宮坂 到 

実施日（期間） 平成３０年１月２２日(月) 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

・木の生長に伴ってできる年輪は、バウムクーヘンの作り方と同じで

あることを知る。 

・木もバウムクーヘンも、少しずつ太くなっていくことを、体験して

確かめる。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年輪についての説明を聞く    卵を 40個割り入れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

溶かしバターを加える      粉類を加えて生地を作る 
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実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生地を竹に塗って炭火で焼く      もうすぐ完成 

 

 

 

 

 

 

 

 

芯材を引き抜く           完成 

授業について 

 記 入 者 ３学年担任 宮坂 到 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・最初は木の勉強をした。１年経つと１つ輪ができることを知っ 

た。その後バウムクーヘンを作った。12年分くらいできた。 

おうちの人にいっぱい話を聞かせたい。 

 ・バウムクーヘンを 10年分まで焼いた。試食で焼きたてのバウム 

クーヘンを食べた。激うまだった。 

 ・どうしてバウムクーヘンに茶色い薄い線が入っているのか、よ 

く分かった。 

 ・バウムクーヘンを焼くとき、（生地が）たれないように回転の 

速さを調節するように気をつけた。うまくできた。 

  

２ 先生方の感想、要望等 

 ・18人の児童に対して４人もの講師の方々にお越しいただいた。 

安全管理もしっかりしていただき、児童が活動を満喫する様子 

が窺えた。 

 ・バウムクーヘンの作り方だけでなく、木の生長がバウムクーヘ 

ンと同じであることについてもよく理解できていた。 

 ・大変おいしいバウムクーヘンが出来上がり、大満足だった。 

 ・費用がやや高額であったと感じた。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１７】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立二子小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

４年１組２２名 

４年２組２０名 

担当者 
４年１組担任 清水省吾 

４年２組担任 山本仁子 

実施日（期間） １１月１日（水） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

１ 年輪についてのお話 年輪のでき方を見ながらその年輪ができ

た年はどんな気候であったのか想像してみることができるというお

話をしていただいた。 

２ バウムクーヘン作り 安全を共有しながら協力して作業を進め、

生地を回しながら繰り返し焼き、バウムクーヘンを作った。  

実施状況 

（授業風景） 

 

４０個！たくさんの卵を割って生地作り 

竹に生地をつけてくるくる回しながらしっかり焼いていきます 
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授業について 

 記 入 者 ４年２組担任 山本 仁子 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・バウムクーヘンの意味は木だと知りました。それから木に７０個

輪があったら７０歳、ということも教えてもらいました。バウムク

ーヘン作りでは、ペアになって１本の竹の両側に一人ずつついて焼

くというのを何回も繰り返しました。味見をしたらバウムクーヘン

はおいしかったけど、煙がかかって大変でした。 

・学校の周りにある木は、だいたい３０歳くらいだという話を聞き

ました。また、年輪という言葉を初めて聞きました。年輪のでき方

でそのときのことがわかると聞いてびっくりしました。 

・竹に生地をつけて２人で協力して焼きました。「７回目だから７歳

だ」と話しながら焼き、とても楽しかったです。焼きあがって竹か

ら抜いたバウムクーヘンは甘いにおいがして、ほかほかあたたかく

て早く食べたい、と思いました。 

・焼きあがったバウムクーヘンを持ち上げたり、また生地をつけて

もらったりするときに「後ろを通ります」とか「生地をお願いしま

す」など声をかけました。安全にできてよかったです。 

・卵を４０個も使うと聞いてびっくりしました。たくさんの卵と粉

とバターをかき混ぜるのは大変でした。持ち帰ったバウムクーヘン

は、家で妹と一緒に食べたいです。 

２ 先生方の感想、要望等 

・児童センターなどで体験したことのある児童は数名で、ほとんど

の児童が初めての体験でした。最初に火を使うということで、自分

も友だちも怪我をしないように「声を掛け合いながら順番に焼いて

いこう」とお話していただきました。おかげで一人も怪我をするこ

となく、楽しく体験をすることができました。 

・最初に木の年輪について話をしていただきました。１年ごとに年

輪ができ、その年輪を見るとその年雨が多かっただろう、暑い日が

続いていただろうと想像することができるというお話でした。二子

小学校は来年で開校４０周年ということで校庭の桜には４０前後の

年輪があるというお話もお聞きし、普段何気なく見上げている桜の

木に親しみを感じることができました。 

・１グループ４０個の卵を割り、生地作りから始まりました。卵を

自分で割った経験のない児童もおり、丁寧にアドバイスしていただ

きました。たくさんの材料を手際よく準備してくださり、時間内に

大きなバウムクーヘンを焼き上げることができました。また、味も

大変おいしく出来上がり、お土産として持ち帰ることもできたの

で、保護者のみなさんからも良い体験ができたようだという声をい

ただきました。 

・打ち合わせの段階から、段取りや準備品などとてもていねいにお

話していただき、担任２人とも初めての経験でしたが、不安なく進

めることができました。朝早くから来校いただき、火の準備など進

めていただき大変ありがたかったです。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：１８】 

授 業 名 木の授業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立鎌田小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５学年（１～５組）１５６名 

担当者 河西あき、大工原雅将、守矢久美、中林文広、佐野慶子 

実施日（期間） 平成２９年１１月２７日（月）、２８日（火） 

講師名 寿さと山くらぶ 

実施概要 

・木の成長の仕方 

・年輪のでき方や、日光の当たり方による変化の様子 

・年輪からその年の気候などの変化の読み取り方 

・年輪を模したバウムクーヘン作り 

実施状況 

（授業風景） 

 

〇木がどのように大きくなっていくのか年輪を観察しながら知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自分たちで材料を混ぜ、生地を作る 
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実施状況 

（授業風景） 

 

〇炭火に当てながら、生地をかけては焼く、を繰り返す。 

 木が年輪を重ねるように・・・ 

授業について 

 記 入 者 大工原 雅将 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・木がどのように大きくなるのかが、木の輪切りのものを見てよ

く分かった。 

 ・木が大きくなるのに何十年もかかるんだなあと思った。 

 ・バウムクーヘンを作りながら、こんな風に木も太くなっていく

んだなあということが分かった 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・木を輪切りにしたものを使いながら、1年ごとに年輪が 1つ増

え、少しずつ木が太くなっていく様子を分かりやすくお話してい

ただき、興味深かった。 

 ・バウムクーヘン作りを楽しみながら、だんだんと木が太くなっ

ていくことを体験することができ、子どもたちが意欲的にかつど

うできてよかった。 

 ・材料などすべて用意していただき、とてもありがたかった。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：１９】 

授 業 名 四賀の産業とバウムクーヘン作り 

実施学校名 松本市立会田中学校 

実施学年、学級 

参加人数 
２学年（２３名） 

担当者 藤原 賢志 教諭 および２学年職員 

実施日（期間） 平成２９年１１月９日（木） 

講師名 寿さと山くらぶ 鈴木様 他２名、会田共同養鶏組合 松本様  

実施概要 

・会田共同養鶏組合 

の概要説明および「あいだのたまご」について 

・バウムクーヘン作り 

実施状況 

（授業風景） 

  

  

                    ← 

                    はじめに、会田養鶏様 

                    から会社の概要と歴史 

                    について座学がありま 

                    した。あいだのたまご 

                    の長い歴史について学 

                    びました。 

 

 

 

 

 

          → 

バウムクーヘンの作り方 

を教わって、材料をまぜ 

ているところです。地元 

で生産された新鮮なたま 

ごにワクワクしています。 
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実施状況 

（授業風景） 

  

                  ← 

                  竹の棒に何度もたまごをか 

                  けていきます。二人の息を 

                  合わせて作ります。じっく 

り焼きあげていきます。 

 

 

 

 

 

            → 

バウムクーヘン完成。 

きれいに焼き上がりました。 

この後，切り分けて早速 

食べてみました。 

地元の産業の偉大さを知り 

しっかりと味わっていました。 

 

 

授業について 

 記 入 者 藤原 賢志 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・四賀地区にある会田養鶏には長い歴史があって、こんな企業が

自分の住む地区にあることはすごいと思った。 

・他にも、四賀の産業について調べて、自分たちの地元にはどん

な技術があるのかを知りたいと思った。 

・バウムクーヘンの作り方がわかった。年輪のように何層にも重

なってできあがるのが面白かった。今度は家でも作ってみたい。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

・今年度の２学年のテーマである「四賀の産業」についての学習

ができ、地元産業の「会田養鶏」について学ぶことができまし

た。近隣の産業の歴史と技術力の高さを知ることができました。 

・学校の敷地内で、炭火でバウムクーヘンをつくる活動ができ、

自然のありがたさとつくることの面白さを実感できました。楽し

そうに活動を行っていました。 

 



-39- 

 

環境教育支援事業実施報告書      【番号：２０】 

授 業 名 木材の活用法 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
５年２組３２名 

担当者 担任 小淵 敏行 

実施日（期間） 平成２９年１１月８日（水） 

講師名 松本林業士会 鈴木さん（寿さと山くらぶ） 

実施概要 

○寿さと山くらぶの鈴木さんの指導のもと、木材の活用を行った。 

・「間伐材を使った名札づくり」 

３，４人のグループに分かれて、名札作りを行った。間伐材の木を 

のこぎりで数 cm の厚さに切り、やすりで磨いて自分の名前を書い

た。 

・「ロープワーク」 

ビニールひもの鎖結びや三つ編みを教えていただき、より強いひも

にする方法を教わった。 

・「ブランコ体験」 

講師の方が学校の木にロープをかけて作った、簡易ブランコに一人

ひとり乗る体験をした。 

・「安全についてのご指導」 

 道具の扱い方や、遊び場の設置について、安全に実施することにつ

いてご指導を受けた。 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

様々な体験をして、新しいこと 

ができるようになりました。 
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授業について 

 記 入 者 ５年２組 担任 小淵 敏行 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 

・木を切るのは力が必要だったけど、友だちと協力して、楽しく活

動することができた。 

 ・作った名札がよい思い出になって、大切にしたい。 

・ロープワークは難しくてなかなかできなかったけど、この後もチ

ャレンジしてやってみたい。 

 ・ブランコは少しこわかったけど楽しかった。 

 ・また道具を使って、何かを作りたい。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 

 子ども達が自分たちで遊び場をつくりたいという願いから、よい

きっかけになればと思い、このプログラムをお願いしました。子ど

も達も楽しみにしており、２時間の間集中して活動に取り組んでい

ました。また安全についてのお話もいただき、考えさせられる時間

にもなりました。間伐材についても５年の社会の授業と関連があ

り、様々な学習につなげていける内容でした。 

 このプログラム後「ハンモックをつくりたい」とロープワークに

子ども達の意識が向き、現在作成中です。講師の方からロープワー

クの本を借りて試行錯誤中ですが、子ども達なりに創意工夫の力が

ついてきていると思います。 

 またこのような体験があれば是非お願いしたいと思いました。あ

りがとうございました。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２１】 

授業名 緑のカーテン設置指導 

実施学校 今井小学校 

実施学年、学級 

参加人数 

１年１組 ３１名 

２年１組 ２７名 

担当者 １学年担任 桺澤 由香  ２学年担任 浦 嘉宏 

実施日（期間） 平成２９年５月２５日（木） 

講師名 松本市緑化協会 （株）奥原造園 

実施概要 

１ 緑のカーテンによる日陰があることで、教室が涼しくなったり、

温暖化防止対策になったりすることをプレゼンテーションしても

らいながら学んだ。 

２ 実際に種を蒔いて、水やりをした。 

実施状況 

（授業風景） 

  

 

 

温暖化防止対策について勉強中   

 

 

     

一人ひとり種を蒔きました 

 

 

 

立派なカーテンができました 

 

 

 

 

たくさんの種がとれました 
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授業について 

記 入 者 ２学年担任 浦 嘉宏 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・たくさん水をあげて、早く芽が出てくるといいな。 

・去年もやったけど、去年はうまくいかなかったから、今年こそは立

派なカーテンができるといいな。 

・家でも、今年は、緑のカーテンを作ってみようかな。 

・ぼくの家も、緑のカーテンを作っているけど、学校みたいに大きく

はできないから、大きく育つのが楽しみだな。 

・朝顔が咲いたら色水あそびや押し花遊びをやってみたいな。 

・緑のカーテンで、日陰ができて、少しでも教室の中が涼しくなって

くれるといいな。 

 

 

２ 先生方の感想、要望等 

奥原さんには、昨年同様、どうして緑のカーテンを作ると温暖化対

策になるのかということを教えていただきました。２年生は昨年も

聞いていますが、改めて緑のカーテンの大切さに気づいた様子でし

た。とても気さくに子どもたちにも話しかけてくださり、子どもたち

の中から自然と質問が出たり、作業内容について聞いたりすること

ができました。 

昨年もそうでしたが、２年生の外の緑のカーテンは大きくなるの

ですが、１年生の前の緑のカーテンがなかなか大きく成長しません

でした。１年生の子どもたちも、少しがっかりしていました。水も、

同じようにあげてはいましたが、土壌の状態やお日様の当たり具合、

肥料にもよるのかな？と思います。それでも、子どもたちは芽が出て

くると大喜びして、どんどんつるを伸ばしていくアサガオの様子に

目を輝かせていました。特に、去年うまくいかなかっか２年生は、「今

年こそはと」、とても一生懸命草取りや水やりに取り組んでいまし

た。だんだん成長していって花が咲き出すと、花を取って押し花にし

たり、色水を作ったりする姿が見られました。 

  日差しもさえぎってくれ、西日が強く当たる頃になった夏休み明

けは、とても役に立ちました。来年は、もっと水やりをしっかりとし

たり、追肥をしたりして、今年以上のカーテンを作りたいと思いま

す。 
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環境教育支援事業実施報告書      【番号：２２】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立田川小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 参加人数４１名 

担当者 担任 草間 睦実  柴﨑 武利 

実施日（期間） 平成２９年５月２３日（火） 

講師名 松本市緑化協会 （株）奥原造園 

実施概要 

１ スライド（テレビ）による緑のカーテンの効果についての説明と

種のまき方の説明 

 

２ 花壇での種のまき方のご指導と支援 

実施状況 

（授業風景） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑のカーテンの効果や意義の説明を    種をもらって自分でまく 

受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たっぷり水をあげました。 
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授業について 

 記 入 者 柴﨑 武利 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

・自分で種をまくことができてたのしかった。芽が出てくるのが

楽しみです。 

・思ったより簡単にできた。芽が出てくるように、毎日水やりを

したいです。 

・種をまいて数日後、芽が出てくると、「芽が出てきたよ。」とう

れしそうに教えてくれた。水やりを毎朝率先して行う児童がい

て、毎日の変化を楽しみにしている様子だった。その後、つぼみ

ができ、次々と花が開き、その度に、喜びを感じている様子だっ

た。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

  つるを這わせるネット張りからその片づけまで、奥原造園さん

には本当にお世話になりました。 

  当日の説明も、テレビを使って話してくださり、１年生にもわ

かりやすかったと思います。 

たくさん種をまいたので、たくさん芽が出てきました。間引き

をあまりしなかったことや、伸びてくる雑草の草取りが追いつか

なかったことで、つるの成長が遅かったかもしれません。それで

も、つるの長さに驚いたり、花の形や色に興味をもったりする児

童が多く、良い体験をさせていただけたと思います。咲いた花で

色水作りもさせていただくこともでき、とても楽しく学習するこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



-45- 

 

環境教育支援事業実施報告書      【番号：２３】 

 

授 業 名  緑のカーテン設置指導「あさがおさん おおきくなあれ」 

実施学校名  松本市立菅野小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
 １学年 ３学級  参加人数１０５名 

担当者  小林 祐子 

実施日（期間）  平成２９年５月２６日（金） 

講師名  松本市緑化協会  （株）奥原造園 

実施概要 

生活科単元「あさがおさん おおきくなあれ」の一環として実施 

 

① 花壇への支柱・ネットの設置 

② 種まき・世話のしかたの指導 

実施状況 

（授業風景） 

 

「あさがおの種まき」 

 

「みどりのカーテンってな

んだろう？」 

「たねをまくのがたのしみ

だな。」 

 

お話を聞いて、ワクワクして

いる一年生。 

 

 

「芽が出てきたよ！」 

 

「あっ。めがでてる。」 

「たねのかわをかぶってい 

るよ。」 

「がんばれー！」 

 

小さな芽に、感動している一

年生。 
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実施状況 

（授業風景） 

 

「畑いっぱい、あさがおの芽」 

 

 水やりをしながら、大きくなる芽に 

お話をする一年生。 

 

「うわー。たっくさんめがでているね。」 

「もっと、もっと、お水をあげよう。」 

「大きくそだってね。」 

 

 

 

「完成した緑のカーテン」 

 

日陰の涼しさを感じながら、 

花の叩き染めを楽しんだり、 

種取りをしたりしました。 

 

「いろんないろの花だね。」 

「すずしいね。」 

「こんなにたねがとれた。」 

 

授業について 

 記 入 者  小林 祐子 

 

１ 授業を通しての子どもたちの反応、感想等 

 ・一年生は、一人一鉢『自分のあさがお』を育てるのですが、それ

と同じように小さな種を大切にまき、水をやって育てる姿がありま

した。小さな芽が出た時には、とてもうれしそうでした。教室の窓

の外に、どんどんと蔓が伸び、大きな葉を広げる様子には、鉢のあ

さがおとは異なり、驚きも感じていました。花の叩き染めや色水作

り、種取りまで楽しんだ子どもたちでしたが、カーテン状になって

できた日陰の涼しさも感じ取ることができました。 

 

２ 先生方の感想、要望等 

 ・教室前の前面に支柱やネットを設置するのは、職員だけではなか

なか難しいため、この事業で奥原造園さんに設置していただいてと

てもありがたかった。支柱やネットは、昨年度まで使用していたも

のを使っていましたが、老朽化したため、来年度は新しいものに取

り替えたほうがよいと思われます。 

 ・もっと葉を生い茂らすことができたと思うが、夏休み中の水遣り

や追肥等の世話が十分にできなかった。効果的なノウハウを学びた

い。 
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               環境教育支援事業実施報告書      【番号：２４】 

授 業 名 緑のカーテン設置指導 

実施学校名 松本市立島内小学校 

実施学年、学級 

参加人数 
１学年 １２０名 ２学年１１３名 

担当者 
１年担任 岡村亜紀 小松健一 安江奈緒子 波多腰さや香 

２年担任 今井優花 滝口雅彦 大木紀子 齋藤一弥    

実施日（期間） 平成２９年５月～１０月 

講師名 松本市緑化協会 (株)奥原造園  

実施概要 

 

・奥原造園の指導により、あさがお、ひょうたん、きゅうりなど の

つるものを 1 学年４クラス２学年４クラスの計８クラスで育てる

ことにより、夏の温暖化現象の抑制になるということを学ぶ活動

を行った。 

 

・「スライドによるオリエンテーション」 

地球温暖化による弊害を学ぶことができた。冷房等による大量の 

電気消費をしることにより、エコ活動の必要性を学んだ。 

また、光合成により空気がきれいになることを学んだ。 

 

・「全員であさがおのたねをうえつける」 

各教室前の庭に、人差し指の第一関節までの穴を開け、たねを植

えた。土も、やわらかくかけ発芽を促した。 

 

・「水遣り、追肥により成育を促す」 

日々の当番活動による水遣り、時として行う追肥によって、発芽

成長を促し、日々の観察を行った。 

 

・「残暑をしのぐみどりのカーテン」 

夏休み明け、教室の窓の高さより成長したあさがおにより、教室

窓側に日陰ができた。避暑となり自然による生活の知恵を学ぶこ

とができた。 

  

・「リース作り」 

あさがおの枯れたツルを利用して、クリスマスリースを作り、 

飾りつけとしてお楽しみ会等に活用することができた。生活科、

図工としての発展ができた。 

 

 

 




